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04 自己免疫疾患の未来を変える！

地域医療を守る！
その一心で再建を決意

富山大学学術研究部医学系内科学第一講座
教授

加藤　将
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医療法人社団 持木会
理事長

持木　大

砺波ゆり皮ふ科 院長

山本 由理

ファイネスの
お聞かせください、ドクター！

DOCTOR’S VOICE

医療情報誌 医心
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医療と思い、まるごと引き受けます。
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ごちゃまるクリニック

院長 小浦 友行 副院長 小浦　詩

日時 ● 令和7年6月21日（土）・22日（日） 
　　　 10：00～17：00
会場 ● みづほ工業（株）本社（八日市）

医院・歯科医院開業個別相談会

詳しくはHPをご覧ください。

https://www.mizuho-
co.com/medical/
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2024 年秋、富山大学附属病院第一内科にリウマチ・膠原病が専門の
加藤将教授が就任した。
北陸三県に新潟、長野、岐阜、山梨、静岡、愛知、三重を加えた中部
10 県の大学病院で、講座の主任教授をリウマチ・膠原病から輩出する
のは稀だ。
糖尿病代謝・内分泌、呼吸器を包括する第一内科の強み、特徴などに
ついて、加藤教授に聞いた。

自己免疫疾患の
未来を変える！
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6

劇
的
に
変
わ
っ
た
治
療
法

　

富
山
大
学
附
属
病
院
の
第
一
内
科
は
、
大
き
く

３
つ
の
診
療
領
域
を
包
括
す
る
。
糖
尿
病
や
代
謝

関
連
疾
患
な
ど
を
扱
う
糖
尿
病
代
謝
・
内
分
泌
内

科
、
肺
が
ん
、
喘
息
、
び
ま
ん
性
肺
疾
患
な
ど
を

担
当
す
る
呼
吸
器
内
科
、
そ
し
て
加
藤
将
教
授
が

専
門
と
す
る
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
内
科
で
あ
る
。

　

な
か
で
も
特
徴
的
な
の
は
、
大
学
を
代
表
す
る

第
一
内
科
の
主
任
教
授
が
、
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病

内
科
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
加
藤
教
授
は
、

富
山
市
生
ま
れ
で
前
任
地
は
北
海
道
大
学
。
富
山

大
学
学
術
研
究
部
医
学
系
内
科
学
第
一
講
座
の
教

授
公
募
に
自
ら
名
乗
り
を
あ
げ
、
２
０
２
４
年
10

月
、
正
式
に
そ
の
座
に
つ
い
た
。
リ
ウ
マ
チ
・
膠

原
病
内
科
出
身
の
教
授
に
な
っ
た
経
緯
を
振
り
返
る
。

　
「
日
本
リ
ウ
マ
チ
学
会
で
は
、
新
潟
県
か
ら
三
重

県
ま
で
の
10
県
（
新
潟
、
富
山
、
石
川
、
福
井
、

長
野
、
岐
阜
、
山
梨
、
静
岡
、
愛
知
、
三
重
の
各
県
）

が
中
部
支
部
、
ま
た
は
中
部
リ
ウ
マ
チ
学
会
と
し

て
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
が
専
門
の
医
師
が
、
講
座
や

教
室
の
主
任
教
授
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
そ

ん
な
に
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
過
去
を
遡
っ
て
も
藤

田
医
科
大
学
、
三
重
大
学
に
次
い
で
、
今
回
の
私

の
就
任
で
よ
う
や
く
３
人
目
だ
と
思
い
ま
す
。
北

陸
に
お
い
て
も
自
己
免
疫
疾
患
で
あ
る
関
節
リ
ウ

マ
チ
や
膠
原
病
は
、
こ
れ
ま
で
対
象
患
者
が
少
な
く
、

関
節
リ
ウ
マ
チ
は
整
形
外
科
で
診
療
し
た
り
、
治

療
法
も
主
に
グ
ル
コ
コ
ル
チ
コ
イ
ド
（
ス
テ
ロ
イ
ド
）

が
中
心
で
し
た
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
マ
イ
ナ
ー

な
診
療
科
で
、
治
療
も
遅
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
」

　

し
か
し
最
近
は
か
な
り
様
相
が
変
わ
り
、
メ

ジ
ャ
ー
な
診
療
科
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
き
っ

か
け
は
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
治
療
環
境
が
劇
的
に

変
わ
っ
た
こ
と
だ
。
今
か
ら
15
、
6
年
前
に
関
節

リ
ウ
マ
チ
の
治
療
薬
と
し
て
レ
ミ
ケ
ー
ド
、
エ
ン

ブ
レ
ル
、
ヒ
ュ
ミ
ラ
、
ア
ク
テ
ム
ラ
、
オ
レ
ン
シ

ア
と
い
っ
た
生
物
学
的
製
剤
が
登
場
し
、
こ
れ
ま

で
の
常
識
を
大
き
く
覆
し
た
。

　
「
関
節
リ
ウ
マ
チ
は
、
全
身
の
病
気
で
関
節
の
腫

れ
や
痛
み
、
こ
わ
ば
り
な
ど
が
主
な
症
状
で
す
が
、

そ
れ
が
生
物
学
的
製
剤
に
よ
っ
て
劇
的
に
改
善
し
、

日
常
生
活
や
仕
事
も
普
通
に
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
救
い
た
く
て
も
救
え
な
か
っ
た
患
者
さ

ん
が
、
薬
物
治
療
に
よ
っ
て
改
善
し
、
普
通
の
人

と
変
わ
ら
な
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
」

　

以
来
、
診
療
は
大
き
く
変
わ
り
、
新
薬
も
次
つ

ぎ
に
開
発
さ
れ
、
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
の
メ
イ
ン

は
内
科
で
、
薬
物
治
療
に
大
き
く
シ
フ
ト
し
た
。

加
藤
教
授
は
、
今
後
、
富
山
大
学
附
属
病
院
の
第

一
内
科
が
「
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
な
ど
自
己
免
疫

疾
患
の
治
療
と
、
予
防
を
含
め
た
未
来
予
想
図
を

先
取
り
で
き
る
診
療
拠
点
に
し
た
い
」
と
意
欲
を

燃
や
す
。
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る
と
、
感
染
症
の
リ
ス
ク
が
減
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

感
染
症
が
減
る
の
は
良
い
こ
と
で
す
が
、
免
疫
細

胞
に
と
っ
て
は
必
ず
し
も
良
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

免
疫
細
胞
は
本
来
、
異
物
で
あ
る
ウ
イ
ル
ス
や
細

菌
な
ど
と
闘
い
そ
れ
ら
を
排
除
し
て
い
ま
す
。
そ

の
闘
う
相
手
が
い
な
く
な
る
こ
と
で
、
免
疫
細
胞

は
常
に
活
動
し
ま
す
か
ら
、
別
の
対
象
を
探
し
ま

す
。
そ
の
と
き
に
、
例
え
ば
環
境
変
化
と
か
腸
内

細
菌
の
乱
れ
な
ど
が
あ
る
と
、
自
身
の
細
胞
や
臓

器
に
異
物
で
は
な
い
か
と
矛
先
を
向
け
て
し
ま
う

の
で
す
。
結
果
、
自
分
で
自
分
を
傷
つ
け
る
、
自

己
免
疫
疾
患
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
」

　

さ
ら
に
、
自
己
免
疫
疾
患
が
増
え
る
き
っ
か
け

と
し
て
、
加
藤
教
授
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
、
海
外
の
専
門
家
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

罹
っ
た
患
者
の
肺
炎
の
Ｃ
Ｔ
画
像
を
み
て
「
膠
原

病
で
あ
る
皮
膚
筋
炎
の
間
質
性
肺
疾
患
の
画
像
に

似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
皮
膚
筋
炎
と
似
た
治
療
を

し
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
提
唱
、
そ
れ
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
治
療
法
に
つ
な

が
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
「
感
染
症
を
抑
え
る
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
開
発
で

は
な
く
、
皮
膚
筋
炎
と
同
じ
免
疫
を
抑
え
る
治
療

に
目
を
つ
け
た
こ
と
が
、
あ
る
意
味
画
期
的
」
と
、

加
藤
教
授
は
力
説
す
る
。
と
い
う
の
も
、
皮
膚
筋

炎
は
間
質
性
肺
疾
患
を
合
併
し
、
亡
く
な
る
ケ
ー

ス
が
多
く
見
ら
れ
た
か
ら
だ
。

　

教
授
に
よ
る
と
、
今
か
ら
20
年
前
ま
で
リ
ウ
マ

チ
・
膠
原
病
治
療
は
、
ス
テ
ロ
イ
ド
を
使
う
の
が

支
配
的
だ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
ス
テ
ロ
イ
ド
は
、

感
染
、
糖
尿
病
、
骨
粗
鬆
症
、
眼
障
害
な
ど
の
副

作
用
を
伴
う
恐
れ
が
あ
る
。
一
方
で
、
膠
原
病
で

あ
る
皮
膚
筋
炎
を
発
症
し
た
り
、
間
質
性
肺
疾
患

へ
と
進
行
す
る
と
「
死
の
宣
告
」
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
、
厳
し
い
疾
患
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

　

そ
れ
が
生
物
学
的
製
剤
の
出
現
以
来
、
免
疫
抑

制
剤
の
使
い
方
も
洗
練
さ
れ
、
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原

病
は
「
治
る
」
病
気
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。
そ
こ

に
は
診
断
技
術
の
進
歩
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
る

と
い
う
。

　
「
２
０
１
６
年
、
抗
Ｍ
Ｄ
Ａ
５
抗
体
を
使
っ
た

診
断
技
術
が
日
本
の
医
学
者
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ

感
染
症
が
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
私
た
ち
の
体
に
侵
入
す
る
と
免
疫
反
応

が
起
こ
り
、
ウ
イ
ル
ス
が
排
除
さ
れ
る
。
し
か
し

同
時
に
、
免
疫
が
い
わ
ば
“
か
き
乱
さ
れ
る
”
こ

と
で
、
自
己
免
疫
疾
患
を
発
症
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
と
い
う
の
だ
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
の
治
療
は
、
第
一
段
階
と
し
て

ス
テ
ロ
イ
ド
、
第
二
段
階
と
し
て
生
物
学
的
製
剤

を
使
い
ま
す
。
こ
れ
は
ま
さ
に
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原

病
の
治
療
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
だ
け
に
免
疫
の
矛
先

が
向
け
ば
い
い
の
で
す
が
、
重
症
化
す
る
の
は
、

言
い
換
え
れ
ば
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
き
っ
か
け
に
自

己
免
疫
疾
患
を
発
症
し
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。

と
く
に
肺
組
織
を
痛
め
て
し
ま
う
場
合
が
多
く
み

ら
れ
ま
す
。
結
果
、
間
質
性
肺
疾
患
の
状
態
に
な
っ

て
し
ま
う
。
今
後
、
仮
に
有
効
な
抗
ウ
イ
ル
ス
薬

が
開
発
さ
れ
た
と
し
て
も
、
お
そ
ら
く
ス
テ
ロ
イ

ド
や
生
物
学
的
製
剤
を
使
う
治
療
は
、
こ
れ
か
ら

も
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
」

膠
原
病
の
救
命
率
が
向
上

　

一
定
の
重
症
度
に
な
っ
た
ら
免
疫
を
抑
え
る
治

療
に
切
り
替
え
る
。
そ
れ
は
今
や
、
治
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
も
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
当
初
は
ま
だ
世
界
的
に
も
純

粋
な
感
染
症
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。

　

加
藤
教
授
に
よ
れ
ば
、
２
０
２
０
年
の
は
じ
め

コ
ロ
ナ
禍
で
リ
ウ
マ
チ
が
増
え
る
⁉

　

近
年
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
を
含
む
自
己
免
疫
疾
患

の
患
者
数
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
リ
ウ
マ
チ
・

膠
原
病
内
科
は
、
他
の
疾
患
と
の
関
係
も
含
め
て

内
科
の
重
要
な
診
療
分
野
に
な
っ
て
い
る
。
自
己

免
疫
疾
患
が
増
え
る
要
因
の
一
つ
に
、
加
藤
教
授

は
「
衛
生
環
境
が
良
く
な
り
、
感
染
症
の
リ
ス
ク

が
低
く
な
っ
た
」
こ
と
を
あ
げ
る
。

　
「
断
定
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
大
雑
把
に
言
う
と

世
の
中
の
環
境
が
き
れ
い
に
な
っ
て
衛
生
的
に
な
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う
に
活
か
し
て
い
く
の
か
？

　
「
第
一
内
科
の
特
徴
は
、
全
身
疾
患
を
総
合
的

に
診
療
で
き
る
こ
と
で
す
。
糖
尿
病
代
謝
・
内
分

泌
疾
患
は
そ
の
際
た
る
も
の
で
す
し
、
臨
床
・
研

究
と
も
に
実
績
が
あ
り
ま
す
。
第
一
内
科
の
強
み

の
一
つ
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
今
後
も
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
呼
吸
器
疾
患
の
分
野

で
は
、
肺
が
ん
の
治
療
が
、
オ
プ
ジ
ー
ボ
な
ど
に

代
表
さ
れ
る
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
剤
の

登
場
で
こ
こ
数
年
大
き
く
進
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

免
疫
治
療
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
呼
吸
器
内
科
な
ら
で
は
と
い
え
る
の
が
気
管

支
鏡
検
査
で
す
。
肺
の
組
織
を
採
取
し
て
、
よ
り

ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
診
断
が
可
能
な
検
査
で
す
。
こ

れ
を
膠
原
病
に
伴
う
肺
病
変
に
対
し
て
、
呼
吸
器

内
科
と
一
体
的
に
診
療
す
る
こ
と
で
、
よ
り
質
の

高
い
医
療
が
提
供
で
き
ま
す
。
第
一
内
科
に
は
各

領
域
の
専
門
家
が
揃
っ
て
お
り
、
常
に
最
良
の
診

療
が
行
え
る
よ
う
万
全
の
体
制
を
整
え
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」

　

リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
の
分
野
で
、
加
藤
教
授
が

今
、
強
く
推
進
し
て
い
る
の
は
、
予
防
計
画
を
立

て
て
自
己
免
疫
疾
患
を
管
理
し
て
い
く
未
来
医
療

へ
の
取
り
組
み
だ
。
一
つ
は
、
先
に
紹
介
し
た
未

病
の
段
階
か
ら
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
可
能
性
が
あ
る

患
者
に
早
期
介
入
し
、
予
防
計
画
を
立
て
な
が
ら

普
通
の
暮
ら
し
が
で
き
る
未
来
予
想
図
を
示
す
こ

と
だ
。

た
の
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
皮
膚

筋
炎
の
患
者
さ
ん
に
は
、
抗
Ｍ
Ｄ
Ａ
５
抗
体
を
測

定
し
ま
す
。
こ
の
検
査
の
陽
性
反
応
は
、
間
質
性

肺
疾
患
が
急
速
に
悪
化
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と

を
示
す
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
で
す
。
陽
性
の
場
合
の

治
療
は
、
免
疫
抑
制
剤
を
最
初
か
ら
複
数
組
み
合

わ
せ
て
使
い
ま
す
。
私
が
研
修
医
に
な
り
た
て
の

頃
は
、
免
疫
抑
制
剤
は
副
作
用
が
あ
る
の
で
順
番

に
使
う
の
が
基
本
で
し
た
が
、
今
は
こ
う
し
た
診

断
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
早
期
か
ら
強
力
な
免
疫

抑
制
療
法
を
行
い
、
結
果
、
皮
膚
筋
炎
の
救
命
率

が
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
」

富
山
モ
デ
ル
を
全
国
発
信

　

第
一
内
科
で
は
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
や
自
己
免
疫

疾
患
の
治
療
だ
け
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
関
節
リ

ウ
マ
チ
が
疑
わ
れ
る
患
者
に
つ
い
て
は
、
所
見
を

明
ら
か
に
し
て
早
期
に
介
入
し
、
経
過
を
観
察
、

追
跡
し
、
研
究
計
画
を
立
て
る
な
ど
、
予
防
に
も

力
を
入
れ
は
じ
め
て
い
る
。

　

こ
れ
は
「
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
の
未
病
段
階
に

介
入
し
、
ま
た
、
新
薬
開
発
と
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
タ
イ
ム
ラ
グ
を
埋
め
る
試
み
」（
加
藤
教
授
）

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
。

　

リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
内
科
、
糖
尿
病
代
謝
・
内

分
泌
内
科
、
呼
吸
器
内
科
を
含
め
て
、
富
山
大
学

附
属
病
院
第
一
内
科
の
強
み
と
し
て
今
後
ど
の
よ
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も
う
一
つ
は
、
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス

と
い
う
疾
患
の
、
新
薬
開
発
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

と
の
タ
イ
ム
ラ
グ
を
埋
め
る
た
め
の
未
来
予
想

図
を
構
築
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
「
全
身
性
エ
リ
ト
マ
ト
ー
デ
ス
は
、
免
疫
の

異
常
に
よ
っ
て
全
身
の
臓
器
に
炎
症
や
障
害
を

起
こ
す
自
己
免
疫
疾
患
で
、
膠
原
病
の
ひ
と
つ

で
す
。
か
つ
て
全
身
性
エ
リ
ト
マ
ト
ー
デ
ス
を

発
症
し
た
患
者
さ
ん
の
な
か
に
は
腎
炎
を
合
併

し
た
人
が
多
く
い
た
の
で
す
が
、
最
近
は
腎
炎

よ
り
皮
膚
の
発
疹
や
関
節
炎
、
口
内
炎
な
ど
粘

膜
病
変
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
分
野
は
今
、
新
薬
開
発
が
非
常
に
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
病
気
の
治
療
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
盛
り
込
ま
れ
る
に
は
１
年
〜
２
年

の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
間
、
こ
の

病
気
に
苦
し
む
患
者
さ
ん
た
ち
の
治
療
が
遅
れ

た
り
し
な
い
よ
う
に
、
富
山
大
学
附
属
病
院
で

は
治
験
な
ど
に
携
わ
り
新
し
い
治
療
を
先
取
り

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
治
験
に
携
わ
る
こ
と
に

よ
っ
て
ど
ん
な
薬
が
認
可
さ
れ
る
か
な
ど
の
情

報
や
感
覚
も
掴
め
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

未
来
予
想
図
を
、
富
山
大
学
モ
デ
ル
と
し
て
全

国
発
信
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

救
命
か
ら
、
自
己
免
疫
疾
患
を
管
理
す
る
未

来
医
療
へ
。
加
藤
教
授
が
率
い
る
第
一
内
科
の

今
後
の
取
り
組
み
に
注
目
し
た
い
。　
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2003 年北海道大学医学部卒業、2011 年北海道
大学大学院医学研究科修了。2012年スイスチュー
リッヒ大学病院リウマチ科研究員、2015 年北海
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2024年 10月より現職。
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時
が
止
ま
っ
た
ま
ま
の
病
院

　

２
０
２
５
年
３
月
11
日
、
金
沢
か
ら
の
と
里

山
海
道
を
一
路
、
能
登
町
に
向
か
う
。
石
川
県

地
方
は
朝
か
ら
曇
り
空
だ
っ
た
。
日
中
の
気
温

は
15
度
近
く
に
上
が
り
、
午
後
に
は
晴
れ
間
が

覗
く
と
い
う
。

　

出
発
か
ら
１
時
間
余
り
、
横
田
付
近
を
過
ぎ

る
と
傷
つ
い
た
道
路
と
頻
繁
に
遭
遇
す
る
。
修

復
工
事
は
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
、
土
嚢
が
積

ま
れ
た
車
道
に
さ
し
か
か
る
度
に
減
速
を
強
い

ら
れ
る
。

　

地
震
か
ら
す
で
に
１
年
数
ヵ
月
。
能
登
に
至

る
道
路
状
況
は
、
ま
だ
復
興
に
は
ほ
ど
遠
い
。

目
的
地
ま
で
通
常
な
ら
金
沢
か
ら
２
時
間
余
り

の
距
離
だ
が
、
30
分
ほ
ど
余
分
に
か
か
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

柳
田
温
泉
病
院
は
、
能
登
町
の
旧
柳
田
地
区

能
登
半
島
地
震
で
被
災
し
て
１
年
半
、
病
院
の
再
建
に
乗
り
出
し
た
医
療
機
関
が
あ
る
。

石
川
県
鳳
珠
郡
能
登
町
に
あ
る
柳
田
温
泉
病
院
だ
。

今
年
３
月
半
ば
、
ほ
ぼ
全
壊
の
判
定
を
受
け
た
建
物
の
公
費
解
体
が
始
ま
り
、
よ
う

や
く
再
生
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
転
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
患
者
や
入
居
者
、

職
員
に
も
希
望
の
光
が
差
し
込
ん
で
い
る
。

奥
能
登
の
地
域
医
療
を
守
る
、
民
間
病
院
の
再
出
発
を
追
っ
た
。

に
あ
る
。「
柳
田
温
泉
病
院
」
と
表
示
さ
れ
た

看
板
を
曲
が
り
、
坂
道
を
登
り
切
る
と
、
５
階

建
て
の
病
院
が
姿
を
現
わ
し
た
。

　

建
物
の
外
観
は
、
か
ろ
う
じ
て
体
裁
を
保
っ

て
い
る
。
し
か
し
よ
く
見
る
と
、
地
盤
が
陥
没

し
て
い
た
り
、
壁
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
ヒ
ビ
が

入
り
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
剥
が
れ
落
ち
て
い
る
の

が
目
に
付
く
。
地
震
の
大
き
さ
を
、
改
め
て
目

の
当
た
り
に
す
る
思
い
だ
っ
た
。

　

周
り
は
、
木
々
や
緑
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
環

境
だ
。
温
泉
が
引
か
れ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、

震
災
前
ま
で
は
、
入
所
者
が
ゆ
っ
く
り
心
と
体

を
休
め
、
の
ん
び
り
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。

　

日
陰
に
は
、
降
り
積
も
っ
た
雪
が
ま
だ
残
っ

て
い
る
。
人
気
の
な
い
病
院
を
、
冷
え
込
ん
だ

空
気
が
包
み
こ
ん
で
い
た
。

　

柳
田
温
泉
病
院
事
務
長
の
野
村
清
一
さ
ん
に

案
内
さ
れ
て
、
建
物
の
中
に
足
を
踏
み
入
れ
る
。

院
内
の
被
災
状
況
も
ひ
ど
い
。
ガ
ラ
ス
が
割
れ
、

壁
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
ヒ
ビ
が
あ
り
、
天
井
が

剥
が
れ
落
ち
て
い
る
。
４
階
病
棟
の
被
害
が
特

に
ひ
ど
く
、
棚
が
倒
れ
、
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
が

散
乱
し
、
壁
に
飾
ら
れ
た
「
辰
年　

あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
」
の
垂
れ
幕
が
、
宙
吊
り
の
ま

ま
残
さ
れ
て
い
る
。
入
所
者
や
職
員
が
、
ど
ん

な
思
い
で
こ
こ
か
ら
逃
れ
た
の
か
。
緊
迫
し
た

状
況
が
ヒ
シ
ヒ
シ
と
伝
わ
っ
て
き
た
。

死
と
隣
り
合
わ
せ
の
避
難

　

地
震
が
起
き
た
当
時
、
院
内
に
は
34
人
の
入

院
患
者
と
、
介
護
医
療
院
の
入
所
者
が
111
人
い

た
そ
う
だ
。
入
院
患
者
は
１
階
の
療
養
病
棟
な

の
で
比
較
的
移
動
は
し
や
す
い
。
問
題
は
介
護

医
療
院
だ
っ
た
。
事
務
長
の
野
村
さ
ん
が
振
り

返
る
。

　
「
介
護
医
療
院
の
被
害
が
大
き
く
、
倒
壊
の

恐
れ
も
あ
っ
た
の
で
、
と
に
か
く
入
所
者
を
一

刻
も
早
く
安
全
な
場
所
へ
避
難
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
と
り
あ
え
ず
１
階
フ
ロ
ア
に
集
め

る
こ
と
に
し
た
の
で
す
が
、
当
初
は
停
電
で
エ

レ
ベ
ー
タ
も
動
か
な
い
し
、
防
火
扉
が
歪
ん
で

開
か
ず
、
階
段
も
使
え
な
い
状
態
で
し
た
。
そ

ん
な
中
で
と
に
か
く
運
び
出
す
し
か
な
い
と
、

職
員
は
み
ん
な
必
死
で
し
た
」

　

111
人
も
の
入
所
者
を
い
か
に
し
て
１
階
ま
で

運
び
出
し
た
の
か
。
た
ま
た
ま
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

が
誤
作
動
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
駆
け
つ
け
た
消

防
員
の
協
力
で
、
建
物
の
外
に
あ
る
非
常
用
階

段
で
、
マ
ッ
ト
ご
と
入
所
者
を
運
ん
だ
そ
う
だ
。

全
員
を
運
び
終
え
た
の
は
、
１
月
２
日
の
午
前

１
時
ご
ろ
だ
っ
た
と
か
。
一
歩
間
違
え
ば
、
死

と
隣
り
合
わ
せ
。
職
員
や
入
所
者
は
そ
ん
な
状

況
の
中
で
闘
っ
て
い
た
の
だ
。

　

療
養
患
者
や
入
所
者
は
、
近
隣
の
病
院
や
施

設
な
ど
に
な
ん
と
か
転
院
し
た
も
の
の
、
病
院

の
損
傷
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
る
に
つ
け
「
再
建
な

ん
て
本
当
に
可
能
だ
ろ
う
か
？
」
と
思
え
て
く

る
。
場
所
に
よ
っ
て
地
盤
か
ら
陥
没
し
て
い
る

箇
所
も
あ
り
、
内
部
を
修
復
す
る
レ
ベ
ル
で
ど

う
に
か
な
る
と
は
思
え
な
い
。

　

柳
田
温
泉
病
院
は
、
民
間
病
院
で
あ
り
、
再

建
に
は
膨
大
な
費
用
も
か
か
る
。
加
え
て
、
職

員
全
員
が
被
災
し
て
い
る
中
で
、
仮
に
病
院
が

再
建
し
て
も
全
員
が
職
場
復
帰
で
き
る
と
は
限

ら
な
い
の
だ
。

熱
い
も
の
が
込
み
上
げ
る

　

オ
ー
ナ
ー
で
も
あ
る
持
木
大
理
事
長
は
、
一

旦
は
「
閉
鎖
す
る
こ
と
も
頭
を
よ
ぎ
っ
た
」
と

い
う
。
し
か
し
被
災
か
ら
２
週
間
後
、
残
っ
た

全
職
員
を
前
に
、
持
木
理
事
長
は
「
病
院
は
必

ず
再
建
し
ま
す
」
と
力
強
く
宣
言
し
た
。
そ
の

時
の
心
境
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
？

　
「
震
災
当
初
は
、
何
も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
日
が
経
つ
に
つ
れ
、
患
者
さ
ん
や
入
所

者
さ
ん
、
ご
家
族
か
ら
『
な
ん
と
か
続
け
て
ほ

し
い
』
と
の
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

近
隣
の
先
生
か
ら
も
『
こ
の
病
院
は
地
域
に
必

要
だ
』
と
の
励
ま
し
も
あ
り
ま
し
た
。
何
よ
り

『
こ
の
場
所
に
戻
っ
て
き
た
い
』
と
い
う
患
者

さ
ん
や
ご
家
族
の
言
葉
に
、
私
自
身
が
と
て
も

勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
同
じ
場
所
で
は
無
理

で
も
、
違
う
と
こ
ろ
で
、
規
模
を
小
さ
く
し
て

で
も
病
院
は
続
け
よ
う
。
そ
の
気
持
ち
を
、
職

員
に
で
き
る
だ
け
早
く
伝
え
た
か
っ
た
の
で
す
」

　

職
員
全
員
が
被
災
し
、
住
ま
い
も
生
活
も
ま

ま
な
ら
な
い
中
、
集
ま
っ
た
人
た
ち
は
互
い
に

無
事
を
確
認
し
あ
っ
た
。
町
外
へ
の
避
難
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
な
い
人
や

離
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
人
も
い
た
。
そ
れ
を
思

う
と
、
持
木
理
事
長
は
次
の
言
葉
に
詰
ま
っ
た

と
い
う
。

　
「（
被
災
し
て
）
自
分
自
身
の
生
活
さ
え
大
変

野村 清一 （のむら きよひと）
柳田温泉病院 事務長

持木 大 （もちき ゆたか）
医療法人社団 持木会 理事長
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な
の
に
、
苦
労
を
厭
わ
ず
、
病
院
や
患
者
さ
ん
、

入
所
者
さ
ん
た
ち
の
た
め
に
頑
張
っ
て
く
れ
て

い
る
職
員
の
顔
を
見
た
ら
、
熱
い
も
の
が
込
み

上
げ
ま
し
た
。
こ
の
人
た
ち
の
た
め
に
も
な
ん

と
し
て
も
再
建
す
る
。
そ
の
思
い
を
改
め
て
強

く
し
ま
し
た
」

　

病
院
再
開
ま
で
は
、
険
し
い
道
の
り
が
続
く

だ
ろ
う
。
し
か
し
一
方
で
、
震
災
か
ら
１
ヵ
月

後
に
は
建
物
が
半
壊
以
上
と
判
定
さ
れ
「
公
費

解
体
」
が
決
ま
り
、
持
木
理
事
長
の
決
断
を
受

け
て
支
援
者
や
応
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
数
多
く

届
い
た
。

地
元
の
公
立
病
院
が
「
救
世
主
」

　

な
か
で
も
、
持
木
理
事
長
の
決
断
の
大
き
な

後
ろ
盾
に
な
っ
た
の
が
、
公
立
宇
出
津
総
合
病

院
か
ら
の
予
期
せ
ぬ
“
お
誘
い
”
だ
っ
た
。

　
「
２
月
の
は
じ
め
に
事
務
の
方
か
ら
連
絡
が

あ
り
、
５
階
フ
ロ
ア
が
空
い
て
い
て
『
稼
働
さ

せ
て
い
な
い
状
態
』
な
の
で
利
用
さ
れ
ま
せ
ん

か
と
お
話
を
い
た
だ
い
た
の
で
す
。
願
っ
て
も

な
い
お
話
で
し
た
。
た
だ
、
公
立
病
院
の
中
に

入
っ
て
私
立
病
院
が
事
業
で
き
る
の
か
率
直
に

お
尋
ね
し
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
に
細
か
い
と

こ
ろ
を
含
め
て
確
認
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

最
終
的
に
Ｏ
Ｋ
が
出
れ
ば
、
当
方
と
し
て
は
是

非
と
も
お
願
い
し
た
い
と
。
転
院
さ
れ
た
入
所

や
、
奥
能
登
を
離
れ
た
く
な
い
、
こ
の
ま
ち
に

住
み
続
け
た
い
人
は
ま
だ
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

そ
う
い
う
人
た
ち
が
い
る
限
り
、
受
け
皿
と
し

て
今
後
も
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」

地
域
の
エ
ー
ル
を
糧
に
再
生
へ

　

と
は
い
え
、
病
院
再
建
は
ま
だ
ま
だ
先
の
話

だ
。
持
木
理
事
長
は
「
で
き
る
だ
け
早
く
再
開

し
た
い
」
意
向
だ
が
、
工
事
が
始
ま
っ
て
み
な

い
と
ど
れ
く
ら
い
の
工
期
や
費
用
が
か
か
る
か
、

ま
だ
は
っ
き
り
と
つ
か
め
な
い
状
況
だ
そ
う
。

取
材
当
日
は
、
公
費
解
体
が
始
ま
る
ま
で
に
荷

物
の
片
付
け
や
、
医
療
機
器
、
設
備
機
器
、
医

薬
品
な
ど
の
整
理
、
運
び
出
し
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
た
。

　

病
院
は
、
特
殊
な
医
療
機
器
や
医
薬
品
な
ど

を
扱
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
処
理
は
専
門
業
者
や

指
定
業
者
が
行
う
。
今
回
、
医
療
機
器
の
運
び

出
し
な
ど
を
引
き
受
け
た
、
株
式
会
社
ク
オ
ン

ヘ
ル
ス
ケ
ア
（
本
社
／
大
阪
府
堺
市
）
の
専
務

取
締
役
で
あ
る
矢
野
健
太
郎
氏
が
そ
の
役
割
に

つ
い
て
言
及
す
る
。

　
「
柳
田
温
泉
病
院
さ
ん
は
、
地
元
の
医
療
機

器
会
社
さ
ん
か
ら
紹
介
を
受
け
ま
し
た
。
関
西

で
も
大
き
な
病
院
の
閉
院
や
移
転
な
ど
で
医
療

機
器
の
買
い
取
り
な
ど
は
こ
れ
ま
で
も
行
っ
て

者
の
中
に
は
、
当
院
に
戻
り
た
い
と
お
っ
し
ゃ

る
方
も
多
く
い
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
も
復
帰
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
そ
う
し
た
方
々
を

な
ん
と
か
戻
し
て
あ
げ
ら
れ
た
ら
大
変
助
か
り

ま
す
。
最
終
的
に
、
介
護
医
療
院
の
入
所
者
43

名
を
引
き
受
け
て
も
ら
え
ま
し
た
。
こ
の
話
が

な
か
っ
た
ら
、
再
建
は
も
っ
と
遅
れ
て
い
た
と

思
い
ま
す
」

　

地
域
の
公
立
病
院
が
「
救
世
主
」
に
名
乗
り

を
あ
げ
た
格
好
だ
が
、
も
と
も
と
両
者
は
同
じ

能
登
町
宇
出
津
の
ま
ち
な
か
、
そ
れ
も
向
か
い

同
士
の
距
離
に
あ
る
。
病
診
連
携
な
ど
関
係
も

良
好
で
、
持
木
理
事
長
の
父
親
（
柳
田
温
泉
病

院
、
持
木
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
創
設
者
）

の
代
か
ら
、
奥
能
登
の
地
域
医
療
を
共
に
守
っ

て
き
た
思
い
が
医
療
者
間
で
共
有
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
つ
な
が
り
は
、
患
者
や
地
域
に
も
浸

透
し
て
お
り
、
病
院
再
建
を
決
断
す
る
後
押
し

に
な
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

　
「
能
登
町
と
珠
洲
市
、
輪
島
市
を
含
め
て
、

奥
能
登
に
設
備
が
整
っ
た
民
間
の
総
合
病
院

は
、
当
院
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
能
登
町
だ
け
で

は
な
く
珠
洲
や
輪
島
の
公
立
病
院
な
ど
で
治
療

が
終
わ
っ
た
患
者
さ
ん
の
受
け
皿
と
し
て
、
当

院
は
機
能
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
震
災
で
、

能
登
は
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
さ
ら
に
進
ん
だ

と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
な
か
に
は
介
護
認
定
が

受
け
ら
れ
な
い
、
医
療
依
存
度
の
高
い
人
た
ち

矢野 健太郎 （やの けんたろう）
株式会社クオンヘルスケア 専務取締役

い
ま
す
。
日
本
の
医
療
機
器
は
、
海
外
か
ら
の

引
き
合
い
が
多
く
、
欲
し
が
る
医
療
機
関
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
医
療
機
器
を
、

弊
社
が
仲
介
し
で
き
る
だ
け
高
く
買
い
取
ら
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
少
し
で
も
再
建
の
費
用

に
お
役
立
て
れ
ば
と
の
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｃ
Ｔ
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
機
器
の
撤
去
な
ど
を
行
う

業
者
さ
ん
と
の
お
付
き
合
い
も
あ
り
ま
す
の
で
、

運
び
出
し
に
か
か
る
全
体
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
も

協
力
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
思
い
か

ら
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

　

柳
田
温
泉
病
院
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し
た
専

門
業
者
と
出
会
え
た
こ
と
も
再
建
を
前
に
進
め

る
力
に
な
っ
た
。
新
病
院
の
完
成
目
処
は
、
２

年
後
の
２
０
２
７
年
４
月
。
地
域
の
期
待
と
支

援
者
の
あ
た
た
か
い
エ
ー
ル
を
糧
に
、
柳
田
温

泉
病
院
は
再
生
の
道
を
歩
み
始
め
て
い
る
。  

����
��
��������������
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㈱ファイネスは地域医療を応援します。DOCTOR'S VOICE
ファイネスのお聞かせください、ドクター！ 93

に
対
し
て
は
全
身
タ
イ
プ
と
局
所
タ
イ

プ
の
紫
外
線
治
療
器
を
用
い
て
対
応
す

る
。重
症
例
や
他
科
と
の
連
携
が
必
要
に

な
っ
た
場
合
も
安
心
だ
。長
く
勤
め
て
顔

見
知
り
の
先
生
が
多
い
市
立
砺
波
総
合

病
院
や
周
辺
の
開
業
医
に
速
や
か
に
紹

介
す
る
態
勢
が
整
っ
て
い
る
。

病
態
で
治
療
法
は
さ
ま
ざ
ま

一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
診
療
を

　

皮
膚
科
専
門
医
と
し
て
診
療
に
力
を

注
ぐ
山
本
院
長
が
、こ
の
道
を
志
し
た
背

景
に
は
、子
ど
も
の
こ
ろ
の
経
験
が
深
く

か
か
わ
っ
て
い
る
。

　
「
小
学
４
年
生
く
ら
い
か
ら
肌
の
悩
み

を
抱
え
て
い
ま
し
た
。高
校
生
の
と
き
、

同
級
生
の
お
母
さ
ん
が
医
師
で
、
そ
の

診
療
所
で
背
中
の
に
き
び
を
治
し
て
も

ら
っ
た
ん
で
す
。子
育
て
し
な
が
ら
働
く

そ
の
姿
が
か
っ
こ
よ
く
、私
が
皮
膚
科
医

を
目
指
す
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
」

　

こ
う
話
す
山
本
院
長
は
金
沢
大
学
医

学
部
で
学
ん
だ
後
、石
川
・
富
山
で
地
域

医
療
の
最
前
線
に
立
ち
、
ス
キ
ル
を
磨

き
続
け
て
き
た
。さ
ら
に
、現
在
は
３
人

の
お
子
さ
ん
を
育
て
る
マ
マ
で
も
あ
る
。

「
私
が
高
校
生
の
と
き
に
あ
こ
が
れ
た
よ

う
に
、子
ど
も
た
ち
に
も
医
師
と
し
て
働

く
姿
を
見
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」と
優

し
く
笑
う
。

　

そ
ん
な
山
本
院
長
が
旗
振
り
役
と

な
っ
て
目
指
す
の
は
、地
域
の
人
た
ち
が

気
軽
に
足
を
運
べ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
だ
。

　
「
皮
膚
科
領
域
で
は
、病
態
や
肌
に
合

わ
せ
て
処
方
す
る
お
薬
は
変
わ
り
、個
別

に
数
種
類
を
調
合
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
の
診
療
が
と
て
も
大
切
で
す
。だ
か

ら
こ
そ
、患
者
さ
ま
と
き
ち
ん
と
向
き
合

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

山
本
院
長
は
こ
う
話
し
、「
少
し
で
も

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
来
院
し
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
る
。暮
ら
し
に
と
け

込
む
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
し
て
、砺
波
ゆ
り
皮

ふ
科
は
、地
域
と
と
も
に
歩
み
続
け
て
い

く
。

地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

２
０
２
５
年
４
月
開
業

　

２
０
２
５
年
４
月
、ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾

患
や
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、蕁
麻
疹
な
ど

を
診
療
す
る
地
域
密
着
型
の
砺
波
ゆ
り

皮
ふ
科
が
新
た
に
誕
生
し
た
。ク
リ
ニ
ッ

ク
の
あ
る
砺
波
市
周
辺
エ
リ
ア
で
は
近

年
、保
険
診
療
を
担
う
皮
膚
科
医
院
が
減

少
し
て
お
り
、地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、市
立
砺
波
総
合
病
院
な
ど
で
研
鑽
を

積
ん
だ
山
本
由
理
院
長
が
立
ち
上
げ
た
。

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
内
は
淡
い
ク
リ
ー
ム
色

を
基
調
に
、
木
製
の
カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど

を
し
つ
ら
え
た
や
わ
ら
か
な
雰
囲
気
で
、

ア
ニ
マ
ル
を
描
い
た
壁
紙
が
か
わ
い
い

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
や
授
乳
室
も
備
え
て
い

る
。皮
膚
科
専
門
医
の
山
本
院
長
を
含
め

７
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
、赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
皮
膚
の

疾
患
や
悩
み
に
対
応
し
て
い
る
。

　

一
般
皮
膚
科
・
小
児
皮
膚
科
に
加
え
、

美
容
皮
膚
科
領
域
の
診
療
も
特
色
だ
。

「
皮
膚
科
医
と
し
て
歩
む
中
で
、化
粧
品

に
よ
る
日
常
の
ケ
ア
が
い
か
に
大
切
か

も
認
識
し
て
い
ま
す
。敏
感
肌
用
や
授
乳

期
に
使
え
る
化
粧
水
な
ど
、お
肌
を
観
察

し
た
上
で
ご
案
内
し
ま
す
」
と
、山
本
院

長
は
言
葉
に
力
を
込
め
る
。

　

医
療
設
備
も
充
実
し
て
お
り
、
難
治

性
の
ア
ト
ピ
ー
、乾
癬
、円
形
脱
毛
症
等

富山県砺波市中神

一般皮膚科・小児皮膚科・美容皮膚科

砺波ゆり皮ふ科

山本 由理 院長

［略歴］

2006年	 四天王寺高校（大阪）卒業

2012年	 金沢大学医学部卒業

2014年	 社会保険中京病院（愛知）初期臨床研修修了

	 金沢大学附属病院皮膚科

2015年	 石川県立中央病院皮膚科

2016年	 小松市民病院皮膚科

2018年	 金沢医療センター皮膚科

	 砺波総合病院皮膚科 医員

2021年	 砺波総合病院皮膚科 医長

2025年	 砺波ゆり皮ふ科　開業

「ちょっと皮ふ科へ」。
気軽に行けるクリニックに



ごちゃまるクリニック
小浦 友行
小浦 　詩

院　長

副院長
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赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で

医
療
と
思
い
、
ま
る
ご
と
引
き
受
け
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
１
月
１
日
夕
刻
、「
ゴ
ー
ッ
」

と
い
う
不
気
味
な
轟
音
と
と
も
に
激
震
が
走
っ

た
。
山
が
崩
れ
、
な
ぎ
倒
さ
れ
た
大
木
と
土

石
が
集
落
を
の
み
込
む
。
飛
び
散
る
屋
根
瓦
、

ド
ミ
ノ
倒
し
の
よ
う
に
倒
壊
す
る
家
屋
。
道

路
は
陥
没
し
、
亀
裂
が
走
り
、
大
規
模
火
災

が
輪
島
の
朝
市
通
り
を
焼
き
尽
く
し
た
。

　

そ
の
衝
撃
か
ら
や
っ
と
の
思
い
で
抜
け
出

し
、
生
活
再
建
に
向
け
て
歩
み
始
め
た
同
年

９
月
、
今
度
は
未
曾
有
の
豪
雨
が
被
災
地
を

襲
う
。
輪
島
市
や
珠
洲
市
で
は
、
ま
ち
が
一

面
水
に
浸
か
り
、
家
や
車
が
流
さ
れ
た
。
二

度
の
災
害
で
全
て
を
失
っ
た
被
災
者
は
、
先

が
見
通
せ
な
い
絶
望
感
に
打
ち
ひ
し
が
れ
た
。

　
「
豪
雨
被
害
で
、
心
が
折
れ
た
人
は
多
い
と

思
い
ま
す
。
い
っ
て
み
れ
ば
奮
起
が
で
き
な

い
状
態
で
す
。
精
神
的
に
折
れ
た
と
い
う
面

で
は
、
地
震
の
時
と
は
ま
た
違
う
喪
失
感
が

あ
り
ま
し
た
」

　

ご
ち
ゃ
ま
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
小
浦
友
行
院

長
は
、
被
災
者
の
気
持
ち
を
そ
う
代
弁
す
る
。

自
ら
も
地
震
と
豪
雨
被
害
を
受
け
、
今
も
気

持
ち
を
引
き
ず
り
な
が
ら
日
常
を
過
ご
し
て

い
る
。

　
「
震
災
で
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
使
用
で
き
な
く
な

り
、
診
療
で
き
る
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
で
も
２
週
間
休
診
し
た
だ
け
で
、

2024年1月の能登半島地震、９月の集中豪雨。二重災害で「心が折れた」と明かす被災者は少なくない。

輪島市にある「ごちゃまるクリニック」の小浦友行院長もそのひとりだ。

失意の中で地域の医療、看護、生活支援と向き合い、患者は世代の隔てなくまるごと引き受けてきた。

地域医療と能登の人びとを守り続ける小浦院長の人間性の一端に触れた。

開
業
３
年
足
ら
ず
で
二
度
の
災
害
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診
療
は
再
開
し
ま
し
た
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、

震
災
か
ら
５
ヵ
月
後
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て

再
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
今
度
は
豪
雨
で
す
。

床
上
１
メ
ー
ト
ル
の
浸
水
で
、
ま
た
建
物
を

修
理
し
な
い
と
い
け
な
く
な
り
、
私
も
妻
（
小

児
科
医
）
も
相
当
落
ち
込
み
ま
し
た
。
今
い

る
場
所
は
子
ど
も
の
集
い
場
だ
っ
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ
て
な
ん
と
か

診
療
は
で
き
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
12
月

に
開
業
し
て
ま
だ
３
年
足
ら
ず
。
自
分
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
診
療
で
き
た
の
は
１
年
３
ヵ
月

ほ
ど
し
か
な
い
ん
で
す
よ
」

　

同
じ
敷
地
内
の
雑
居
ビ
ル
の
一
角
を
間
借

り
し
て
、
仮
の
診
療
所
に
し
て
い
る
小
浦
院

長
は
、
複
雑
な
胸
中
を
明
か
す
。
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
一
階
は
、
い
ま
だ
工
事
中
だ
。
十
分
な

医
療
機
器
も
整
わ
な
い
ま
ま
、
災
害
前
の
状

態
に
戻
す
の
は
限
り
な
く
厳
し
い
。
そ
れ
で

も
、
ご
ち
ゃ
ま
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
か
か
り
つ

け
に
す
る
外
来
患
者
が
、
ひ
っ
き
り
な
し
に

訪
ね
て
く
る
。

　

小
浦
院
長
は
輪
島
市
の
出
身
だ
。
外
来
と

訪
問
診
療
、
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
引
き
受
け
る
現
在
の
診
療
ス
タ
イ

ル
は
、
自
身
が
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
と
無
縁

で
は
な
い
。

　

生
家
は
、
震
災
に
よ
る
火
災
で
焼
失
し
た

朝
市
通
り
に
あ
り
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
輪

島
の
海
や
朝
市
は
身
近
な
存
在
だ
っ
た
。
両

親
は
市
内
の
目
貫
通
り
で
洋
服
店
を
営
ん
で

い
た
。
そ
れ
も
あ
っ
て
患
者
の
中
に
は
、
親

の
代
か
ら
の
顔
見
知
り
も
少
な
く
な
い
。

　

跡
取
り
で
は
あ
っ
た
が
、
高
校
時
代
に
は

「
明
確
に
医
師
を
こ
こ
ろ
ざ
し
た
」
こ
と
か
ら
、

両
親
は
と
く
に
反
対
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
「
当
時
か
ら
、
能
登
は
過
疎
化
や
少
子
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ
も
あ
っ
て
、

将
来
は
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
診
療

で
き
る
医
師
に
な
り
た
い
と
漠
然
と
考
え
た

の
で
し
ょ
う
。
初
期
研
修
の
こ
ろ
に
内
科
や

整
形
外
科
、
小
児
科
、
精
神
科
な
ど
進
路
は

悩
み
ま
し
た
が
、
人
生
の
大
半
を
い
ず
れ
生

ま
れ
故
郷
で
過
ご
す
と
思
っ
た
と
き
、
地
域

の
人
た
ち
と
向
き
合
っ
て
い
く
の
が
自
然
だ

と
。
そ
れ
で
直
感
的
に
、
家
庭
医
や
総
合
診

療
医
の
よ
う
な
存
在
を
め
ざ
そ
う
と
思
い
ま

し
た
」

　

地
域
に
根
を
張
り
、
外
来
と
在
宅
を
中
心

に
全
て
の
患
者
に
寄
り
添
う
。
そ
う
決
め
る

き
っ
か
け
は
、
穴
水
病
院
の
勤
務
医
時
代
に

訪
問
診
療
を
経
験
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
当
時

を
振
り
返
る
。

　
「
病
院
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
れ
る
よ
う
な
タ

フ
な
在
宅
医
療
や
在
宅
ケ
ア
を
提
供
す
る
。

そ
う
考
え
て
臨
ん
だ
の
で
す
が
、
訪
問
診
療

　

自
ら
震
災
と
豪
雨
を
経
験
し
、
地
元
の
人

た
ち
に
寄
り
添
っ
て
き
た
小
浦
院
長
は
今
、

日
々
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
？

　
「
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
の
専
門
性
と
か
、
卓
越

し
た
ケ
ア
が
ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。
と
く
に
震
災
後
、
地
域
の
人

た
ち
が
体
験
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
や
背
景

を
知
る
に
つ
け
、
関
わ
り
方
が
ま
す
ま
す
“
深

化
”
し
て
き
て
い
ま
す
。
震
災
で
家
や
仕
事

を
失
い
、
過
酷
な
避
難
所
生
活
や
知
ら
な
い

場
所
へ
の
移
住
、
家
族
や
友
人
、
仲
間
と
離

れ
ば
な
れ
に
な
る
な
ど
、
環
境
が
一
変
し
た

人
た
ち
が
抱
え
る
問
題
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
ケ
ア
だ
け
で
単
純
に
解
決
で
き
ま
せ
ん
。

あ
る
意
味
、
ト
ラ
ウ
マ
を
も
っ
て
し
ま
っ
た

が
ゆ
え
に
、
そ
も
そ
も
解
決
な
ど
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
と
さ
え
思
い
ま
す
。
多
様
な
患
者

さ
ん
の
思
い
や
体
験
に
、
ど
う
や
っ
て
寄
り

添
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
か
。
医
療
や
看
護
、

リ
ハ
ビ
リ
と
い
っ
た
現
実
的
な
対
応
だ
け
で

は
な
く
、
生
活
支
援
な
ど
を
含
め
た
心
の
問

題
と
し
て
、
同
じ
目
線
で
向
き
合
っ
て
い
か

な
い
と
、
な
か
な
か
答
え
は
見
出
せ
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

　

医
療
や
看
護
、
介
護
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
カ

ル
的
な
括
り
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
人
た
ち

「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」
と
「
ま
る
ご
と
」

『
深
化
』
す
る
関
わ
り
方

に
携
わ
っ
て
思
っ
た
の
は
、（
患
者
の
）
ニ
ー

ズ
が
あ
る
の
に
応
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で

し
た
。
訪
問
診
療
の
患
者
さ
ん
は
、
自
宅
で

最
後
ま
で
過
ご
せ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
そ

れ
に
は
24
時
間
３
６
５
日
救
急
対
応
し
、
例

え
ば
が
ん
の
緩
和
ケ
ア
が
で
き
て
、
最
後
ま

で
家
族
と
過
ご
せ
る
環
境
が
揃
っ
て
い
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
過
疎
地
で
あ
れ
ば
、
な
お

の
こ
と
そ
う
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
診

療
所
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
開
業
す
る

前
か
ら
、
そ
う
考
え
て
い
ま
し
た
」

　

と
は
い
え
在
宅
に
特
化
す
る
の
で
は
な
く
、

全
て
の
年
代
を
対
象
に
し
た
外
来
診
療
、
生

活
支
援
に
か
か
わ
る
相
談
な
ど
、
地
域
な
ら

で
は
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
も
幅
広
く
対
応
す
る

診
療
所
を
め
ざ
し
た
。

　

そ
し
て
、
２
０
２
２
年
12
月
に
待
望
の
独

立
を
果
た
す
。
富
山
大
学
時
代
に
知
り
合
っ

た
、
妻
で
小
児
科
医
の
小
浦
詩
さ
ん
と
の
開

業
だ
っ
た
。「
ご
ち
ゃ
ま
る
」
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
世
代

に
か
か
わ
ら
ず
診
療
す
る
「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」
と
、

外
来
か
ら
在
宅
医
療
・
看
護
、
リ
ハ
ビ
リ
、

生
活
に
関
す
る
悩
み
や
相
談
な
ど
「
ま
る
ご
と
」

引
き
受
け
る
、
両
方
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。
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が
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
柄
や
伝
統
、
歴
史
、

文
化
な
ど
を
含
め
て
理
解
を
し
な
い
と
、
背

負
っ
て
い
る
心
の
負
担
を
解
き
ほ
ぐ
せ
な
い
。

小
浦
院
長
は
「
能
登
の
民
俗
学
的
な
知
見
や
、

文
化
人
類
学
、
社
会
学
と
い
っ
た
観
点
か
ら

知
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
さ
え

感
じ
て
い
る
。

　

日
々
の
外
来
や
訪
問
診
療
を
こ
な
し
な
が

ら
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
自
分
の
生
ま
れ
故
郷
と

ど
う
か
か
わ
っ
て
い
く
か
。
小
浦
院
長
は
、

そ
の
課
題
に
も
真
正
面
か
ら
向
き
合
う
。
地

域
の
同
じ
開
業
医
と
の
話
し
合
い
で
、
震
災

後
と
く
に
「
開
業
医
は
地
域
住
民
の
一
人
で

あ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

り
続
け
る
こ
と
が
重
要
」
と
の
思
い
を
、
小

浦
院
長
は
強
く
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
一
助

に
な
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
、
地
域
の
人
た
ち

の
居
場
所
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

小
浦
院
長
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
診
療
だ

け
で
は
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
、
地
域
共
生
の

た
め
の
社
会
的
処
方
箋
と
し
て
の
場
所
」
だ
。

そ
の
一
つ
が
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
隣
り
に
あ
る

空
き
家
を
譲
り
受
け
、
地
域
の
人
た
ち
の
新

た
な
居
場
所
と
し
て
再
生
さ
せ
る
事
業
だ
。

　

小
浦
院
長
は
、
復
興
の
地
域
ケ
ア
を
推
進

す
る
組
織
と
し
て
、
一
般
社
団
法
人
「
ご
ち
ゃ

な
れ
れ
ば
い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

一
方
、
院
長
と
同
じ
問
題
意
識
を
共
有
す

る
妻
の
小
浦
詩
副
院
長
は
、
小
児
科
医
の
立

場
か
ら
「
わ
じ
ま
テ
ィ
ー
ン
ラ
ボ
」
と
い
う

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
、
こ
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
を
展
開
す
る
。
な
ぜ
子
ど
も
の
居

場
所
が
必
要
な
の
か
。
小
浦
副
院
長
が
説
明

す
る
。

　
「
８
年
前
に
、
富
山
か
ら
輪
島
に
移
り
住
ん

で
改
め
て
感
じ
た
の
は
、
診
療
だ
け
で
は
気

づ
け
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
で
す
。

た
と
え
ば
小
児
科
外
来
の
大
半
は
、
風
邪
症
状

や
急
性
期
の
熱
、
腹
痛
な
ど
で
、
基
本
的
に

は
一
週
間
ほ
ど
で
元
気
に
な
る
場
合
が
多
い
。

で
も
外
来
の
一
部
で
、
頭
や
お
腹
が
痛
い
と

訴
え
る
お
子
さ
ん
で
、
検
査
し
て
も
重
症
な

病
気
で
も
な
け
れ
ば
、
胃
腸
炎
で
も
な
い
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
医
療
的
に
は
大
丈
夫
で
す

よ
と
い
っ
て
も
、
な
ん
と
な
く
元
気
が
な
い
、

生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
よ
う
な
子
ど
も

さ
ん
が
一
定
程
度
い
ま
す
。
検
査
や
診
療
だ

け
で
な
か
な
か
見
え
て
こ
な
い
、
複
合
的
な

思
い
を
抱
え
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
元
気
に

な
っ
て
も
ら
う
に
は
、
何
を
し
て
あ
げ
た
ら

い
い
の
だ
ろ
う
か
と
。
そ
ん
な
と
き
に
、
病

院
の
中
だ
け
で
は
な
く
、
た
く
さ
ん
の
子
ど

も
た
ち
が
い
る
場
の
中
に
、
私
た
ち
が
少
し

お
邪
魔
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
な
に
か
要
因
に

つ
な
が
る
よ
う
な
も
の
が
発
見
で
き
な
い
か
。

そ
う
思
っ
て
始
め
た
の
が
“
わ
じ
ま
テ
ィ
ー

ン
ラ
ボ
”
で
す
。
絵
本
を
読
ん
だ
り
、
ゲ
ー

ム
を
し
た
り
、
他
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
ん
だ

り
日
々
交
わ
る
中
で
、
相
談
に
行
く
場
に
な

れ
た
ら
い
い
と
思
っ
て
始
め
た
の
で
す
が
、

今
で
は
お
母
さ
ん
た
ち
含
め
て
子
ど
も
た
ち

が
集
ま
る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　

ご
ち
ゃ
ま
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
こ
の
ほ

か
特
定
妊
婦
等
支
援
事
業
の
一
つ
で
、
妊
娠

中
や
産
後
間
も
な
い
お
母
さ
ん
、
子
育
て
中

の
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
ラ
ン
チ
を
し
た
り
、

相
談
や
会
話
を
し
な
が
ら
地
域
の
つ
な
が
り

を
つ
く
る
「
は
ぴ
ま
る
カ
フ
ェ
」
は
じ
め
、

春
の
お
茶
会
や
七
夕
祭
り
と
い
っ
た
地
域
の

交
流
活
動
や
、
月
に
１
回
学
校
を
訪
問
し
、

保
健
室
カ
フ
ェ
、
ラ
ボ
カ
フ
ェ
な
ど
の
相
談

窓
口
を
開
い
た
り
、
包
括
的
性
教
育
、
道
徳

の
授
業
訪
問
す
る
取
り
組
み
な
ど
も
行
っ
て

い
る
。

　
「
地
域
の
あ
な
た
と
か
か
わ
り
続
け
、
と
も

に
支
え
、
学
び
続
け
る
」

　

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
に
、
総
合
診
療
医
・

小
浦
友
行
院
長
が
め
ざ
す
地
域
医
療
へ
の
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　

  　

 

新
た
な
居
場
所
「
ご
ち
ゃ
ら
あ
と
」

子
ど
も
の
心
に
寄
り
添
っ
て

小浦 友行院長

小浦 　詩副院長

ら
あ
と
」
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
再
生
す
る

施
設
は
、
そ
の
ご
ち
ゃ
ら
あ
と
が
企
画
、
運

営
す
る
と
し
て
、
日
本
財
団
な
ど
が
出
資
す

る
能
登
半
島
の
復
興
支
援
補
助
事
業
に
採
択

さ
れ
た
。
医
療
と
生
活
支
援
を
目
的
に
し
た
、

地
域
の
人
た
ち
の
新
た
な
居
場
所
と
し
て

２
０
２
５
年
12
月
ご
ろ
の
完
成
め
ざ
し
て
い
る
。

　
「
ど
ん
な
居
場
所
か
は
、
地
域
の
人
た
ち
が

集
ま
っ
て
考
え
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

写
真
展
の
よ
う
な
展
示
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で
も
い
い
で
す
し
、
い
ろ
ん

な
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
場
所
で
あ
っ
て

も
い
い
。
そ
の
た
め
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
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医心ニュース

大河ドラマ「べらぼう～蔦重栄華乃夢噺～」
出演俳優・山中聡さんが福井の歴史を体感

4 月 15 日、ＮＨＫで放送中の大河ドラマ「べらぼう～蔦重栄華乃夢噺～」で小浜藩医・杉田玄白役を演じた俳優、山中
聡さんが小浜市を訪れた。
4 月 13 日の放送で玄白が初登場する機会に福井県が招待し、玄白ゆかりの地である小浜城址、小浜西組、多田寺、若狭
歴史博物館を訪問。同館では、学芸員の案内で玄白関連の史料などを見学した。
見学後は、「玄白は優しくて身分を問わず人のために生きた人だったと分かった」と話し、玄白の印象や魅力についてし
みじみと語っていた。
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令和 6 年能登半島地震、豪雨災害において、犠牲になられた方々に深く哀悼の意を表するとともに、

被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。

一日も早い復旧・復興を心よりお祈りいたします。

また、被災地における復旧・復興活動などにご尽力されているすべての方々に深く敬意を表します。

Special  Thanks

【広告掲載企業】

株式会社 スギ薬局
スギメディカル株式会社
株式会社 DCP ソリューション
株式会社 石川コンピュータ・センター
みづほ工業株式会社
株式会社 ファイネス
ディレクト株式会社
株式会社 アメニティ
株式会社 クオンヘルスケア
丸文通商株式会社
株式会社 福光屋
株式会社 家元

【協賛企業】

料亭 つば甚

株式会社 冨士タクシー

株式会社  キョー・エイ、株式会社 兼六、加賀種食品工業株式会社、室野硝子株式会社、株式会社 みづほ室内工業、株式会社 山崎、　　　　　　　　　　　　有限会社 ソフト AZ、司法書士松永美里事務所、株式会社 岸グリーンサービス
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日時 ● 令和7年6月21日（土）・22日（日） 
　　　 10：00～17：00
会場 ● みづほ工業（株）本社（八日市）

医院・歯科医院開業個別相談会

詳しくはHPをご覧ください。

https://www.mizuho-
co.com/medical/

申込QRコード

いかわ皮膚科クリニック様 きのした内科・循環器内科クリニック様 けやきクリニック様（増築）　

にし内科・呼吸器クリニック様 ののいちメディカルクリニック様 匠歯科医院様

医療情報誌 医心「ISHIN」

Toyama

Ishikawa

Fukui

SPECIA L
THANKS

協力病院一覧

石川県

富山県 福井県

金沢大学附属病院
金沢医科大学病院
石川県立中央病院
金沢市立病院
石川県立こころの病院
加賀市医療センター
公立河北中央病院
公立穴水総合病院
公立宇出津総合病院
公立つるぎ病院
公立能登総合病院
公立羽咋病院
公立松任石川中央病院
国民健康保険 小松市民病院
市立輪島病院
珠洲市総合病院
町立富来病院
能美市立病院

富山大学附属病院
富山県立中央病院　
富山市立富山市民病院
あさひ総合病院
射水市民病院
かみいち総合病院
黒部市民病院
公立南砺中央病院
富山県リハビリテーション病院・
こども支援センター
高岡市民病院　
南砺市民病院
公立学校共済組合 北陸中央病院
独立行政法人国立病院機構 富山病院　

独立行政法人地域医療機能推進機構
高岡ふしき病院
独立行政法人労働者健康安全機構
富山ろうさい病院　
富山県済生会高岡病院　
富山県済生会富山病院
富山赤十字病院　
医療法人財団恵仁会 藤木病院
医療法人社団秋桜 丸川病院
医療法人社団尽誠会 野村病院
医療法人社団藤聖会 富山西総合病院
医療法人財団五省会 西能病院
富山県厚生農業協同組合連合会 高岡病院
富山県厚生農業協同組合連合会 滑川病院

福井大学医学部附属病院
福井県立病院
市立敦賀病院
独立行政法人国立病院機構 あわら病院
独立行政法人国立病院機構 敦賀医療センター
福井県済生会病院
独立行政法人地域医療機能推進機構
福井勝山総合病院
福井赤十字病院
医療法人福井心臓血圧センター
福井循環器病院

医療法人厚生会 福井厚生病院

石川県済生会金沢病院
独立行政法人地域医療機能推進機構 金沢病院
金沢聖霊総合病院
金沢赤十字病院
独立行政法人国立病院機構 医王病院
独立行政法人国立病院機構 石川病院
独立行政法人国立病院機構 金沢医療センター
独立行政法人国立病院機構 七尾病院
社会福祉法人松原愛育会 石川療育センター
医療法人社団浅ノ川 浅ノ川総合病院
医療法人社団浅ノ川 金沢脳神経外科病院
医療法人社団浅ノ川 
心臓血管センター金沢循環器病院
医療法人社団浅ノ川 千木病院
医療法人社団光仁会 木島病院
医療法人社団慈豊会 久藤総合病院
医療法人社団 下崎整形外科医院
医療法人社団橘会 整形外科米澤病院

医療法人社団田谷会 田谷泌尿器科医院
医療法人社団博友会 金沢西病院
医療法人社団藤聖会
金沢メディカルステーション ヴィーク
国家公務員共済組合連合会 北陸病院
小松ソフィア病院
社会医療法人財団董仙会 恵寿総合病院
社会医療法人財団董仙会 恵寿金沢病院
医療法人社団竜山会 金沢古府記念病院
医療法人社団和楽仁 芳珠記念病院
特定医療法人扇翔会 南ヶ丘病院
特定医療法人社団勝木会
やわたメディカルセンター

公益社団法人 石川勤労者医療協会
城北病院

医療法人社団博仁会 小池病院
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富山大学学術研究部医学系内科学第一講座
教授

加藤　将

自己免疫疾患の
未来を変える！

医療法人社団 持木会 
理事長

持木　大

地域医療を守る！
その一心で再建を決意

ごちゃまるクリニック

小浦 友行/小浦　詩

赤ちゃんから高齢者まで
医療と思い、まるごと引き受けます。
院長 副院長


